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研究の進め方および体制 
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本事業は、国土交通省による建築基準整備促進事業としてアシス株式会社が受託し、

（独）建築研究所、（社）日本建築あと施工アンカー協会との共同研究によるもので

ある。調査・研究は、委員会を設置して、委員会の議事内容に基づき行った。 
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平成 22 年度建築基準整備促進事業最終成果報告書 

－あと施工アンカーの長期許容応力度に関する検討調査－ 
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